山岳部の山田です。

題記の件、4/1に臨時運営委員会を行い、ボランティア活動について
議論を行いました。

その場で出た、現地の復興支援ボランティアの受付情報と
その情報を基に、今後の山岳部のボランティア活動について議論した結果を展開いたします。

①東日本大震災支援全国ネットワークの情報
　現在、市外、県外のボランティア受付を行っているのは
　宮城県の石巻市、岩沼市、仙台市、多賀城市、塩釜市、亘理町
　岩手県の大追町（大追町は団体のみ受け入れている）
　上記は、食事・移動手段・宿泊等、自分で準備が前提となります。
　また、ボランティアの応募が多く、対応が出来ていないそうです。（朝日新聞）
　
②現地の知人情報（大矢さん）
　・ガソリン不足が深刻で、移動で車が使えない
　・そのため、救援物資が必要なところに行きわたらない
　・水が出ないところが多い
　・電気、灯油がないため、暖が取れない　(避難所は広いため寒い)
　・医者が足りない
　・福島県は、原発不安が深刻
　といったところと思います。とくにガソリン不足のため、行ったとしても
　ガソリンが尽きると被災者の仲間となってしまうという警告もあります。

③移動手段情報（朝日新聞）
　道路が一部復旧しているため、仙台駅東口～石巻専修大学間シャトルバス
　東北道が福島原発周辺以外は開通しているため
　仙台－東京間、盛岡－首都圏間の高速バスが1日30便程あります。
　東北新幹線は、東京－那須塩原間のみ復旧し、全線開通は4月下旬の見通し。
　また、名鉄バスでは、名古屋－仙台の高速バスが1日1便あります。


④会社の総務部経由のNPO情報（町田部長）
　被災地ボランティア受け入れ状況（ボランティアの方の食べ物・宿泊先・活動先など）を考慮し　現時点では、まだNPOでは被災地ボランティアを皆様にお願い・ご紹介できる段階には至っておりません。　

山岳部では、当初、春合宿の代わりに、現地で復興支援を行うという案がありましたが 
上記の状況に加え、原発事故や余震の不安があるため、春の連休中の復興支援は見送り 
もう少し落ち着く、夏頃まで様子を見てはどうかという見解になりました。
但し、個人レベルでの現地復興支援活動はあるかもしれません。

当面は、総務部経由でNPO情報を入手し、我々でも出来る活動
（支援物資の仕分けや積み込み、義援金などの後方支援）を行っていきたいと考えております。情報が入り次第、展開いたします。

また、５月のやまびこ祭をチャリティー登山にし、多くの方から義援金を集めて、寄付を行うという案が出ました。
運営委員会と樅の木会で協力して、企画していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。
